
◆出演したみなさんの一生懸
命に歌う姿、演奏する姿に
感動し、時に涙しました。素
敵な時間をありがとう！

◆みんなで一緒に歌う場面で、
出演者が手話を交えて歌う
姿や体全体で表現する姿に
感動。元気をもらいました！

◆素晴らしい企画でした。今後
もいろいろな人が参加するこ
とで、心のバリアフリーが広
がるといいと思います。

昨年の来場者からの感想
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10
月
24
日
か
ら
11
月
28
日
ま
で
、市
内
各
所
で
、

三
鷹
市
、
三
鷹
市
教
育
委
員
会
、
三
鷹
市
芸
術
文

化
協
会
共
催
の「
第
57
回
三
鷹
市
市
民
文
化
祭
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
市
民
文
化
祭
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活

躍
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、俳
句
会
で
は
、「
第

1
回
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
大
会
」を
実
施
し
、
市
内
15
の

す
べ
て
の
小
学
校
及
び
幼
稚
園
等
の
４
５
０
人
か

ら
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
華
道
連
盟
や

書
道
連
盟
の
皆
様
は
、
小
学
生
を
指
導
し
て
く
だ

さ
り
、
華
道
展
や
書
道
展
、
そ
し
て
美
術
展
に
も

小
学
生
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
茶
道
連
盟
に
よ
る
お
茶
会
に
も
小

学
生
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
す
し
、
洋
舞
連
盟

の
発
表
会
で
は
、
幼
児
の
バ
レ
リ
ー
ナ
が
大
活
躍

で
し
た
。
日
本
舞
踊
の
会
や
吹
奏
楽
の
つ
ど
い
で

も
小
学
生
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
好
評
で
す
。

　

邦
楽
連
盟
で
は
、
昨
年
度
か
ら
市
民
向
け
の
講

習
会
を
開
い
て
、
そ
の
成
果
を
邦
楽
演
奏
会
で
発

表
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
小
学
校

3
年
生
か
ら
80
歳
を
超
え
る
方
が
講
習
会
を
受

け
、
そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
、
琴
、
三
味
線
、
尺
八
、

篠
笛
を
合
奏
し
ま
し
た
。
私
も
、
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
、
30
年
ぶ
り
に
琴
で「
さ
く
ら
」を
合
奏
し

ま
し
た（
写
真
2
列
目
中
央
）。

　

芸
術
文
化
の
鑑
賞
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
潤
い
を
与
え
る
も
の
で
す
。
ま
た
芸
術
文

化
活
動
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
才
能
を
引
き

出
し
、
自
分
で
も
気
付
か
な
い
可
能
性
の
発
見
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
文
化
祭
に
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
着

実
に
増
え
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思
い
ま
す
し
、

世
代
を
超
え
て
心
を
合
わ
せ
て
合
奏
す
る
機
会
を

得
て
、
心
地
よ
い
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、芸
術
文
化
が
世
代
を
超
え
て
、

市
民
の
皆
様
の
く
ら
し
と
共
に
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

三鷹市長メールマガジン

市長のメッセージ、活動記録、部課
長コラム、新着情報などをお届けし
ます。登録は、三鷹市ホームページ
または携帯サイトからどうぞ。

心
の
壁バ

リ
ア

を
超
え
て
奏
で
よ
う

共
に
生
き
る
こ
の
ま
ち
の
交シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

響
曲 

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
、
外
国
人
、
若
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
生
活
し
て

い
く
う
え
で
、
無
理
解
や
無
関
心
か
ら
生
ま
れ
る
偏
見
や
差
別
な
ど
の
心
の
壁（
バ
リ
ア
）を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
み
ん
な
の
得
意
な
こ
と
や
個
性
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
認
め
合
う
こ
と
。
交
響

曲
を
奏
で
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ま
ち
」と
い
う
ス
テ
ー
ジ
も
さ
ま
ざ
ま
な

得
意
分
野
と
個
性
を
持
っ
た
人
た
ち
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
3
日
㈮
〜
9
日
㈭
は
、
誰
も
が
お
互
い
を
尊
重
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
考
え
る「
障
害
者

週
間
」で
す
。
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
、
心
の
バ
リ
ア
の
な
い
ま
ち
を
目
指

し
て
、
ま
ず
は
お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
福
祉
課
☎
内
線
２
６
１
８

12
月
3
日
㈮
〜
9
日
㈭
は
障
害
者
週
間

市、三鷹市障がい者福祉懇談会　 当日会場へ　 地域福祉課☎内線2618

　（社福）おおぞら会アクティビティセンターは
ばたけの利用者と職員で12年前に結成した
「ルーキーズ」。結成のきっかけは、センター
利用者でボーカルの佐藤さんがノートに書き
つづっていた詩に心を打たれた職員が、曲に
して歌うのを勧めたことでした。恋愛、友情、
悲しみ、喜び…。佐藤さんの詩は、日常の風
景を飾らない素直な心情で描き、多くの人の
心に共感を呼ぶ力を持っています。「詩に込め
たメッセージを感じてほしい」。ルーキーズは、
心に響く楽曲を観客に届けるため、日々練習
を重ねています。

　（社福）三鷹ひまわり会の利用者と職員で構成
する「ひまわりバンド」は、バザーなど地域の
イベントを中心に活動しています。オリジナ
ル曲「ひまわりテーマソング」は、歌詞をひま
わり会のみんなで合作。施設の日常をつづっ
た詩をメロディーに乗せて感情豊かに歌って
います。「歌うことが大好き。自己流の歌で一
生懸命歌う姿を見てもらうと、気持ちがワク
ワクする」「みんなで演奏すると、自分は一人
じゃないんだと感じられる」と、メンバーはみ
な心からバンド活動を楽しみ、練習にも力が
入ります。

歌詞に込めた想い「ルーキーズ」 自己流で一生懸命！「ひまわりバンド」

プログラム

つながる心、人と音とのハーモニーコンサート
─このまちはステージだ─

　障害者週間に合わせ、「心のバリアフリー」の推進を目指して開催するコンサートで
す。障がいの有無、年齢、出身地など、立場や個性の異なる出演者が同じステージに立ち、
観客のみなさんと一緒に音楽を通じて楽しい時間を共有します。心のバリアを超えて
分かりあう楽しさ、素晴らしさを、ぜひ会場で体験してください。

12月5日㈰午後1時～4時　ルーテル学院大学トリニティホール

・ルーテル学院大学ハンドベルサークル
・西山淳也（シンガーソングライター）
・マギー布野（マジシャン）

・ルーキーズ（アクティビティセンターはばたけ）
・ひまわりバンド（三鷹ひまわり会）
・ふくしこんダンサーズ（フラダンス）
・三鷹市少年少女・シルバー合唱団

・佑
ゆう

記
き な お

奈桜（シンガーソングライター）
・みんなで歌おう！ 合田 晃（歌唱指導）とパパ荒川（歌手）

第１部

第２部

第３部

◆ 出 演 者 紹 介 ◆


